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日本が国際遭跛t腋遣する丸年の (1932)毎 _テ月lヶョ

巧や走ここった 。

ヨで朱ロデ[4汽 |ミ よるフF景気が桑長くヤ

(ロンドレカ軍軍銃 )粂紬に不満 ttっ た

左中|ヽ とヽするグ
｀
'し
-7。 パ1、 相官[「、日

本t:了 曜 複た電ぜt嵯 等 した。

↓
(大 り`う言:な )老相■蛯′漁(1した。

鵠せば1カがるJ Y針,t向けて‖ろヵ軍兵t
tチ爪3持ち,.|,こ杓し式力て¬まはこを確日π″

角η秋しょ5、 しれ、`、後ル`ち露,てきた協りの兵士
象部の先シ́ン→

lt e雄 卑ヶtれまし悼。

それで`tすば、着<l¬ 1た十中it「夕の発、lた■tう 一般
辞にて`来に よく髪し・ 爆かせろからぃとt‖ .最 7贅 まで

説 し化 い lミ ょろ解 )夫 tt⊇ 薇 しすこ力v、 その後 冗 tしュ ■

の青年J會薇
柾'た ァ気友ヘ

「 )あり中|[Ξ]」 オロ

に■
'寺
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↓
七日ヽの棄斤問電あて人らの

'だ

干ヾll■

回■のPtt πЦ〕蔵甲|を 殿 う宇ヵ、、

実怖 l・ 車1、、tの と■」1)ま しすt。

この宰1遁 lミ あぢら久た

J壽な らの魚 罰 は
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理ライわイ炎、カロ梅存為g月 内閣 )X業 「ヽ政の常道」として秩、ぅマ
スミ冬ウつりました。ぃた(■矢そ内閣 )の 口寺亀` は

ミのことパ 今年
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茨|ミ 走ェ・った (ミ、ュヘ争角→t“友押ししたとt)わ次てし、ろ


